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2010いわて国際交流

｜あなたも賛助会員になりませんか｜

｜ 寄付のお願い ｜

皆様からの会費は国際交流・国際協力に役立てられます。

会員の特典
①協会の発行物をお届けします。
　情報紙「国際交流情報紙jien go」（隔月）、機関誌「いわ
て国際交流」（年１回）

　＊学生会員の方は、情報紙に替えてメールマガジンでの情報発信とな
ります。

②協会の催しなどの案内をいち早くお届けします。イベント、
セミナー、講座等の参加費が割引になります。
③賛助会員限定のイベントを開催いたします。
④旅行会社の国内外の企画商品が割引価格になります。詳
しくは、提携旅行会社のガイド「旅行優待マップ」をご覧く
ださい。
⑤エスニックレストランで各種サービスが受けられます。詳し
くは、提携レストランのガイド「エスニックレストランマップ」
をご覧ください。

　協会は、民間の立場から国際交流・協力・多文化共生を
通して地域の発展や活性化に寄与して参ります。協会の活
動を継続的に発展させていくためには、協会の財政基盤の
充実を図ることが必要であり、趣旨をご理解いただき、ご協
賛をよろしくお願い申し上げます。

※協会は、「特定公益増進法人」の認定を受けており、寄付をされた方は
税法上の損金算入や寄付金控除が認められます。

｜編集後記｜
▶宮古のヨットハーバーには、時 ヨ々ットで世界を旅している外国人たちが
フラっと立ち寄るそうです。そんな時、地元のヨットクラブの人たちは旅人
を焼き鳥屋などに招待してヨット談義で盛り上がるとのこと。世界とつな
がっている岩手のスポットを発見して、ちょっとうれしくなりました。（H）

▶毎年、機関誌取材を通じて岩手の様々な物・事・人を知ることが出来る
のは、自分にとっても大きな収穫です。機関誌を手にして読んでくださる
方々が喜ぶ内容になるよう、これからもがんばっていきたいですね。
（M）

▶２度の取材を経て、マリンスポーツや日本語教室など、岩手県で国際
交流を通じた様々なドラマがあったことが感じられました。私は編集委
員として初めての参加でしたが、今後も国際交流の素晴しいドラマを
記事で表現していきたいと思います。（遠藤）

▶岩手の新しい野球人の息吹に触れた。彼らの心はすでに地球規模の
サイズだった。（O）

▶剣道素人なので剣道の説明を伺いながらの取材でした。「剣を交えて
愛を知る」とタイトルにつけましたが、これは記事作成時に拝読した遠
野剣道会のサレルノへの記録誌に「交剣知愛」とつけられていたタイ
トルが個人的に気に入って、そこからお借りしました。（ボ）

▶人と人がつながるのは、小さなきっかけから。それが世界へとつながり、
また個人と個人のつながりになる。夢が膨らむお話しに、胸が高鳴りま
した。（たあ）

▶「人間力」の高い方々が岩手にこんなにもたくさんいるのだと実感しま
す。不安なことばかりが目に付きますが、それだけではないと心強く感じ
ました。（mo）

平成22年3月に行われた賛助会員限定イベント
「賛助会員サロン―ワインを楽しむための12のヒント（基礎編）」
講師は松田宰さん（ワインバー　アッカトーネ　オーナーソムリエ・盛岡市）

年会費
①個人会員…１口   3,000円
②団体会員…１口 10,000円
③学生会員…１口   1,000円
協会所定の振込用紙で、指定の銀行よりお振込みいただく
と手数料はかかりません。協会窓口でも受け付けいたします。

［編　　集］いわて国際交流編集委員会
［編 集 長］大山美和
［編集委員］遠藤早苗／大森不二夫／小牧朋広／谷藤厚子
　　　　　長岡美和子／林裕／平牛まゆみ
［発　　行］財団法人 岩手県国際交流協会
　　　　　〒020-0045 盛岡市盛岡駅西通一丁目7番1号
　　　　　TEL.019-654-8900　FAX.019-654-8922
［印　　刷］山口北州印刷株式会社
　　　　　〒020-0184 盛岡市青山4丁目10-5
　　　　　TEL.019-641-0585　FAX.019-648-1026

※本誌掲載の記事、イラスト・写真の無断転載、複写を禁じます。

■国際交流センター（アイーナいわて県民情報交流センター5F）
■開館日／毎日　■開館時間／9：00～21：30　■休館日／年末年始
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柏葉康貴君
（盛岡市出身。二塁手。明治大学進学）

　技術面のほか、人間性を高めることの大切さを学
びました。勝ちたいと思う気持ちを持ちつづけること
が大事なことも。アメリカでは、ダイナミックな野球を
体感しました。バッターは思い切り振ってきます。試
合では日本らしい野球も見せられ、有意義な経験を
しました。食事の量や肉料理が多いこと、体の大きさ
が違うことにも驚かされました。体づくりに取り組む
必要を感じました。大学ではしっかりレギュラーをと
り、またアメリカでプレーしたい。

菊池雄星君
（盛岡市出身。投手、西武ライオンズに入団、背番号17）

　海外でプレーしたい気持ちは、高校に入ったころ
から強くなりました。メジャーで活躍する日本人選手
が増え、活躍をテレビなどで観戦し、憧れていまし
た。海外からメジャーのスカウトが来たときは、本当
に驚きでした。夢を持ち、野球を続けていて、よかっ
たと思います。夢は諦めない。夢を諦めるのは自分
自身。これからの若い岩手人には、夢を持ち、世界
に羽ばたいてもらいたいです。日本人、岩手人として
の誇りを持って。自分は、若い岩手人に、憧れられる
ような人間になりたいです。

猿川拓朗君
（盛岡市出身。三塁手。東海大学進学）

　諦めないこと、努力すること、生き方を学びまし
た。アメリカでは高校生も日本と同じで技術を高め
るための向上心が盛んでした。年齢に関係なく学ぼ
うとしている人も多くいました。これからは、大学では
野球を頑張り、日米大学野球の代表選手に選ば
れ、また海の向こうでプレーしたい。今度は、通じる
英語を話したい。

アメリカで感じたこと

菊池雄星君からも
話を聞きました

オリンピック、ワールドカップからアマチュアの草野球までス
ポーツは国や言葉を越えて世界の人々の共通の関心事。今
回はスポーツを通じて海外との交流を深めている団体や、県
内で外国人とのネットワークをつくり上げているクラブチーム
など、スポーツを通じた国際交流を特集します。
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の
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ム
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な
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全
国
優

勝
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
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し
か
も

岩
手
の
選
手
だ
け
で
、
絶
対
に
優
勝
す
る
こ

と
を
考
え
ま
し
た
。
岩
手
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選
手
を
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て
そ

う
思
い
ま
し
た
。
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高
校
の
野
球
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手
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べ
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あ
り
ま
せ
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。
確
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、
こ

れ
ま
で
岩
手
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選
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甲
子
園
に
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し

て
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初
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れ
ず
、
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け
る
こ
と
が
多
か

っ
た
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手
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し
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て
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ま
し
た
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ま
れ
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ま
っ
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向
が
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し
た
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ラ
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き
だ
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き
か
ん
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」
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し

て
い
れ
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、
違
っ
て
い
た
と
思
う
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で
す
が
。

私
は
高
校
野
球
の
指
導
者
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あ
り
、
プ
ロ
野

球
の
指
導
者
と
は
違
い
ま
す
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た
だ
勝
つ
だ

け
で
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な
い
で
す
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も
ち
ろ
ん
、
勝
つ
こ
と

も
必
要
で
す
が
、
人
間
づ
く
り
も
大
切
で

す
。
最
近
社
会
で
は
、
大
変
な
出
来
事
が
増

え
て
い
ま
す
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自
殺
者
も
多
く
、
殺
人
事
件

も
増
え
、
い
じ
め
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不
登
校
な
ど
も
後
を
立
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ま
せ
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野
球
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に
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に
な
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生
徒
に
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え
る
こ
と
は
、
目
標
を
持
つ
こ

と
、
が
ま
ん
す
る
こ
と
、
そ
し
て
他
人
と
協

力
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。
野
球
は
人
生
で
大

切
な
こ
と
が
何
か
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
野
球
の
指
導
だ
け
で
な

く
、
教
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面
の
指
導
も
必
要
で
す
。
野
球
で

も
、
教
育
で
も
指
導
者
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プ
ロ
に
な
ら
な
け

れ
ば
と
思
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。
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ボ
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。
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を
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き
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せ
る
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シ
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ン
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く
り
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し
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し
た
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球
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の
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標
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強
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の
目

標
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定
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そ
し
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人
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で
の
目
標
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定
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し

て
い
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す
。
先
に
ゴ
ー
ル
を
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れ
と
言
っ
て
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す
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そ
の
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に
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今
、
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を
す
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き

か
考
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。
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え
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思
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感
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ま
し
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。
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子
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で
の
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躍
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よ
と
何
度
も
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を

掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
海
の
向
こ
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で
の
歓
待

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
ど
の
県
の
人
よ

り
、
岩
手
の
人
が
一
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多
く
来
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ア
メ
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カ
の
野
球
は
パ
ワ
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が
違
い
ま
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。

投
げ
る
球
の
ス
ピ
ー
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が
全
然
違
い
ま
し
た
。

打
っ
た
ボ
ー
ル
の
飛
距
離
も
違
う
。
飲
み
物

も
食
べ
物
も
ワ
ン
サ
イ
ズ
違
い
、
パ
ワ
ー
の

差
を
痛
感
し
ま
し
た
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た
だ
日
本
の
野
球
の

方
が
技
術
力
が
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ス
ピ

ー
ド
で
は
適
わ
な
い
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、
技
術
的
に
通
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す

る
野
球
を
し
て
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ス
ピ

ー
ド
を
か
わ
す
能
力
が
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け
て
い
ま
す
。
日

本
人
の
技
の
高
さ
で
す
ね
。

　

コ
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ン
グ
も
い
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に
な
り
ま
し
た
。
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え

す
ぎ
な
い
こ
と
で
す
。
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え
る
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し
て
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ま
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日
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、
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あ
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。
両
方
の
良
い
所
を
生
か

し
た
コ
ー
チ
ン
グ
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
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何
事
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の
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だ
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え
る
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台
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、
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に
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目
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思
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。
今
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手

の
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、
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に
欲

し
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
日
本
の
プ
ロ

野
球
で
な
く
、
直
接
メ
ジ
ャ
ー
へ
行
く
ケ
ー

ス
も
出
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。
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ら
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。

北上市出身。黒沢尻北高、国
士舘大学卒業。横浜隼人高コ
ーチなどを経験後、01年から
現職。09年の春の選抜では、
県代表として初の準優勝。同
年9月、ロサンゼルスで開催さ
れた日米親善野球大会に日本
代表コーチとして参加。34歳。

佐々木　洋さん
（花巻東高校硬式野球部監督）

2009年日米親善野球大会に初出場した花
巻東高校硬式野球部の柏葉康貴君と猿川
拓朗君に話を聞きました。

2009年夏の甲子園大会で県勢90年振りのベスト４進出
の快挙を成し遂げた花巻東高校硬式野球部。何度も逆
転劇を繰り広げ、岩手人に希望と勇気、そして感動を与
えてくれました。同部を率いる佐々木洋監督から従来の
岩手チームと一味も二味も違うチームづくりや日本野球
の世界への展望について語ってもらいました。
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岩手から
直接世界に!

写真（左）佐々木監
督　（中）猿川選手

　（右）柏葉選手
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の
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原
修
さ
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財
を
投
じ
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借
り

た
土
地
に
地
道
に
苗
を
植
え
続
け
、
こ
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ま
で
に
植
え
ら
れ
た
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オ
ダ
モ
は
、

実
に
1
万
5
千
本
に
及
び
ま
す
。
下
刈

り
か
ら
何
か
ら
全
て
自
分
で
こ
な
し
、

と
て
も
手
間
の
か
か
る
作
業
で
、
実
際

に
バ
ッ
ト
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
る

ま
で
に
は
70
年
近
く
か
か
る
、
大
変
気

の
長
い
活
動
と
言
え
ま
す
。

　

原
さ
ん
の
地
道
な
植
林
活
動
を
偶

然
、
新
聞
で
知
っ
た
の
が
デ
ニ
ー
丸
山

（
丸
山
傅
）
さ
ん
で
す
。
丸
山
さ
ん
は

20
代
半
ば
で
渡
豪
、
実
業
家
と
し
て
成

功
し
た
の
ち
、
野
球
振
興
の
た
め
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
に
は
30
年
に
わ
た
る
野
球

振
興
へ
の
功
労
を
認
め
ら
れ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
野
球
連
盟
の

「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
ア

ワ
ー
ド
」
の
最
も
権
威
の
あ

る
会
長
賞
を
日
本
人
初
と
し

て
受
賞
し
ま
し
た
。
「
野
球

を
通
じ
た
国
際
交
流
」
を

行
っ
て
い
る
丸
山
さ
ん
は
、

原
さ
ん
の
生
き
方
や
活

動
に
胸
を
打
た
れ
、
来

日
時
に
訪
ね
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
原

さ
ん
を
応
援
し
、
植
林
活
動
を

広
め
て
い
こ
う
と
県
内
の
野
球
関
係

者
が
集
ま
り
、
「
岩
手
の
ア
オ
ダ
モ
を

育
て
る
会
」
（
原
修
会
長
）
が
昨
年
春

に
設
立
さ
れ
、
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が

始
ま
り
ま
し
た
。

評
価
さ
れ
た
岩
手
の
交
流

　

2
0
0
9
年
5
月
、
丸
山
さ
ん
が
顧

問
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
野
球
ク
ラ

ブ
選
抜
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
プ
ロ

ヴ
ァ
ン
シ
ャ
ル
チ
ー
ム
を
率
い
て
来
日
、

岩
手
を
皮
切
り
に
約
１
ヵ
月
間
、
新
潟

や
群
馬
な
ど
全
国
各
地
で
の
交
流
試
合

が
実
現
し
た
の
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
野
球
連
盟
で
は
毎
年
選
抜
チ
ー
ム
を

国
際
親
善
の
た
め
に
海
外
派
遣
し
て
お

り
、
昨
年
は
日
本
が
選
ば
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
交
流
試
合
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
初
の
滞
在
地
岩
手
で
は
、
富
士
大

学
、
盛
岡
大
学
、
Ｊ
Ｒ
盛
岡
、
フ
ェ
ズ

ン
ト
岩
手
と
の
交
流
試
合
の
ほ
か
、
少

年
野
球
教
室
の
開
催
、
以
前
か
ら
丸
山

さ
ん
と
交
流
の
あ
っ
た
川
目
小
学
校
と

の
交
流
会
と
各
年
代
層
で
触
れ
合
え
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
、
最
終
日

に
は
岩
手
県
営
野
球
場
で
子
ど
も
た
ち

や
野
球
関
係
者
を
交
え
た
ア
オ
ダ
モ
の

記
念
植
樹
を
し
ま
し
た
。
通
訳
に
は
盛

大
生
、
交
流
試
合
な
ど
の
写
真
撮
影
は

県
立
大
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
す

る
な
ど
、
心
の
こ
も
っ
た
交
流
に
な
り

ま
し
た
。
帰
国
後
に
彼
ら
が
政
府
や
関

係
各
所
へ
の
報
告
を
す
る
中
で
、
岩
手

が
高
評
価
を
得
た
そ
う
で
す
。
選
手
た

ち
が
「
ま
た
岩
手
へ
行
き
た
い
」
と
希

望
し
て
い
る
と
い
う
話
か
ら
も
、
交
流

が
成
功
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

次
世
代
へ
の
夢

「
岩
手
の
ア
オ
ダ
モ
を
育
て
る
会
」
は
、

設
立
2
年
目
の
今
年
を
基
盤
強
化
の
年

と
位
置
づ
け
、
広
く
活
動
の
認
知
を
図

っ
て
い
く
そ
う
で
す
。
「
育
て
る
会
」

副
会
長
の
長
山
吉
志
さ
ん
は
「
ア
オ
ダ

モ
の
植
樹
は
野
球
の
み
な
ら
ず
、
地
球

温
暖
化
対
策
、
青
少
年
へ
の
環
境
教
育

に
も
役
立
ち
ま
す
。
未
来
の
た
め
に
も

続
け
て
い
く
体
制
を
整
え
た
い
」
と
言

い
ま
す
。
会
長
の
原
さ
ん
は
「
や
が
て

植
え
た
木
が
バ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
楽

し
み
に
孫
の
代
へ
夢
を
託
し
て
い
ま

す
」
と
、
笑
顔
で
語
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　

交
流
の
き
っ
か
け
は
2
0
0
3
年

「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
」
の
ヨ
ッ
ト

の
コ
ー
チ
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
大
学
生
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
イ
ネ
ス

君
が
宮
古
に
や
っ
て
き
た
こ
と
で
し
た
。

夏
か
ら
指
導
を
始
め
た
の
で
す
が
、
日

本
の
事
情
に
も
慣
れ
て
き
て
、
こ
れ
か

ら
本
格
的
に
や
ろ
う
と
い
う
と
き
に

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
。
そ
こ
で
彼
の
ほ
う
か

ら
「
日
本
は
こ
れ
か
ら
冬
だ
け
ど
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
夏
に
な
る
。

だ
っ
た
ら
み
ん
な
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
研
修
に
い
か
な
い
か
」
と
提
案
し

て
き
ま
し
た
。
い
わ
て
マ
リ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
設
立
当
初
か
ら
国
際
交
流
も
活

動
の
ひ
と
つ
と
掲
げ
て
い
た
の
で
、
ま

さ
に
渡
り
に
舟
と
い
う
感
じ
で
、
二
つ

返
事
で
「
よ
し
、
や
ろ
う
」
と
な
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
か
ら
急
ぎ
、
準
備
を
始

め
、
翌
2
0
0
4
年
の
１
月
に
出
発
し

ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
小
学
５
年
生
か
ら
高
校

２
年
生
ま
で
7
人
で
し
た
。
す
べ
て
地

元
の
ジ
ュ
ニ
ア
で
や
っ
て
い
る
宮
古
の

子
ど
も
で
す
。
お
金
も
な
か
っ
た
の
で
、

子
ど
も
た
ち
は
す
べ
て
地
元
の
ヨ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ヨ
ッ
ト

の
用
語
は
基
本
的
に
英
語
な
の
で
、
研

修
自
体
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
し
た
。

ま
た
ホ
ス
ト
宅
に
帰
る
と
「
今
日
の
セ

イ
リ
ン
グ
は
ど
う
だ
っ
た
」
と
い
う
話

に
な
る
し
、
朝
出
か
け
る
と
き
も
「
今

日
は
い
い
風
が
吹
い
て
い
る
よ
」
と
見

送
っ
て
く
れ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
も

自
然
に
打
ち
解
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

研
修
は
午
前
１０
時
く
ら
い
か
ら
午

後
２
時
く
ら
い
ま
で
海
に
出
て
ヨ
ッ
ト

の
研
修
。
そ
れ
か
ら
陸
に
上
が
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
や
登
山
、
施
設
な
ど
の
見
学
と

い
っ
た
感
じ
で
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
は
ヨ
ッ
ト
の
先
進
地
で
、
ヨ
ッ
ト

の
技
術
を
学
ぶ
だ
け
な
く
、
ヨ
ッ
ト
を

通
じ
て
環
境
の
こ
と
ま
で
子
ど
も
に
教

育
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
「
ウ

オ
ー
タ
ー
ワ
イ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

い
っ
て
、
自
然
や
環
境
、
セ
イ
リ
ン
グ

と
気
象
な
ど
を
総
合
的
に
学
ぶ
素
晴
ら

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
大
人
も
そ
こ
で

学
ん
だ
こ
と
は
自
分
た
ち
の
N
P
O
活

動
、
例
え
ば
子
ど
も
た
ち
に
行
っ
て
い

る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
も
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

２
回
目
の
研
修
に
は
女
子
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
が
コ
ー
チ
と
し
て
来
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
参
加
し
た
の
は

半
数
が
高
校
生
で
、
彼
ら
は
日
本
に

帰
っ
て
か
ら
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
経

験
が
彼
ら
を
成
長
さ
せ
て
い
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
研
修
に
参
加
し
た
子
で
、

現
在
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
留
学
し
て

い
る
子
も
い
ま
す
。

　

ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
宮
古

へ
の
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
２
年
に
一
回
で
す
が
、
今
年
宮
古
に

来
た
一
人
は
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
の
選
手

で
、
こ
こ
に
来
る
前
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
大

会
に
出
場
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
う

や
っ
て
世
界
を
転
戦
し
て
い
る
選
手
が

宮
古
に
来
る
よ
う
に
な
る
の
は
す
ご
い

こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
研
修
も
だ
い
た
い
一

巡
し
た
の
で
、
今
後
は
大
人
の
交
流
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
の
我
々
の
活
動
の
参
考
に
な
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
勉
強
し
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

交
流
に
ま
で
広
げ
た
い
と
い
う
希
望
も

あ
り
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
方
が
い

ま
す
。
例
え
ば
、
今
年
宮
古
に
き
た
人

は
花
き
農
場
の
オ
ー
ナ
ー
で
し
た
。
彼

か
ら
「
日
本
の
花
は
高
い
ね
。
私
の
花

を
コ
ン
テ
ナ
で
送
る
か
ら
花
の
輸
入
を

し
て
み
な
い
か
」
と
い
う
提
案
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
ん
な
話
に
な
る
の
も
お
互

い
ヨ
ッ
ト
仲
間
と
い
う
信
頼
感
が
あ
る

か
ら
こ
そ
。
そ
う
や
っ
て
基
金
を
蓄
え

て
い
っ
て
そ
れ
を
ま
た
N
P
O
活
動
の

支
え
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■岩手のアオダモを育てる会

2009年4月設立。アオダモの苗木を植林
し、資源保護と自然環境の保全に貢献す
る活動を展開すると同時に、野球界に長
期安定的にバット材を提供できる体制を
つくる事を目的とする。会長は原修さん。顧
問は吉田洋治さん、デニー丸山さん。

2010いわて国際交流 Vol.69

写真上／県営野球場でのアオダモ記念植樹　©フォトスタジオ・ナチューラ
写真下／（左）副会長　長山吉志さん　（右）会長　原修さん

写真上／ヨットが私たちの共通語。セイリングの技術、環境の大切さとニュージーランドから学ぶべき事は多い
写真下／理事長　橋本　久夫さん

特集1　スポーツを通じた国際交流

紫波町でスポーツ用品店を営む原修さんは、世界的に枯渇
する野球のバット材料のアオダモの植栽活動にたった一人
で９年間、取り組んできた。これを知ったオーストラリア在住
のデニー丸山（丸山傳）さん（盛岡市根田茂出身）と交際が
始まり、丸山さんの働きかけで豪州野球チームが来県するな
ど「アオダモ交流」が始まりました。

紫
す
で
の
始

「のの君夏本らシらニだドて

多い

バットの生る木に
夢をのせて

ヨットを通じた
国際交流
宮古市のNPO法人「いわてマリンフィールド」
は青少年の国際交流事業として、毎年、ニュ
ージーランドへのセイリング研修を行っていま
す。ヨットの技術、環境学習、そして豊かな生
活様式と、ニュージーランドのヨットクラブから
学ぶことは多岐に渡ります。

年
振
興
へ

オ
ー
ス

「
ベ
ー

ラ
リワ

ー
る
会て

受を行原

さ
ん
を

広
め
て
い
こ

■NPO法人
　いわてマリンフィールド

マリンスポーツの普及を目指し、各
種教室やイベントを開催する。今回
紹介した国際交流事業のほか、シ
ーカヤック教室、ヨットやカヤックの
出前講座、自然環境保護活動など
を行っている。

ド」
ュ
ま



全
土
か
ら
集
ま
る
参
加
者

　
イ
タ
リ
ア
国
内
で
は
剣
道
は
盛
ん

で
す
が
、
サ
レ
ル
ノ
の
水
準
は
さ
ほ
ど

高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
お
役

に
立
て
る
な
ら
と
遠
野
剣
道
会
を
中

心
に
指
導
者
を
集
め
て
行
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、

事
前
に
聞
い
て
い
た
よ
り
遥
か
に
参

加
者
が
多
く
て
驚
き
ま
し
た
。
聞
い

て
み
れ
ば
イ
タ
リ
ア
全
土
か
ら
集
ま

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
元
ナ
シ

ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
代
表
選
手
も
い
ま
し

た
。
本
来
、
国
全
体
の
選
手
の
指
導

や
交
流
は
国
同
士
で
行
う
も
の
。
一

都
市
か
ら
派
遣
さ
れ
た
私
た
ち
だ
け

で
行
い
き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の

で
、
習
熟
度
別
に
分
け
て
稽
古
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
剣
道
を
教
え
る
と
い
っ

て
も
、
サ
レ
ル
ノ
の
人
た

ち
は
剣
道
だ
け
を
や
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
柔
道
、
合
気
道
、
空
手

な
ど
「
武
道
」
の
一
環
と
し

て
剣
道
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
服

装
も
防
具
を
つ
け
て
い
れ
ば

い
い
ほ
う
で
、
空
手
着
、
柔
道

着
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。
剣

道
の
道
具
は
現
地
で
は
高
価
で

そ
ろ
え
る
の
も
大
変
で
す
。
竹
刀
な

ど
の
消
耗
品
も
日
本
の
何
倍
も
し
ま

す
し
、
竹
刀
の
つ
ば
を
止
め
る
ゴ
ム
で

さ
え
サ
レ
ル
ノ
で
は
な
か
な
か
手
に

入
り
ま
せ
ん
。
会
場
に
し
て
も
剣
道

場
が
な
い
た
め
体
育
館
で
稽
古
を
し

ま
し
た
。
普
通
の
硬
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ

ー
ト
で
す
の
で
、
す
り
足
を
す
る
だ
け

で
も
膝
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
稽

古
は
3
日
間
行
い
ま
し
た
が
、
終
わ
っ

た
と
き
に
は
体
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
し
た
。

熱
心
な
学
び
の
姿
勢

　
レ
ベ
ル
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
で
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
日
本
か
ら
指
導
者
が

来
る
と
い
う
機
会
を
最
大
限
に
活
用

し
よ
う
と
、
と
に
か
く
真
剣
で
し
た
。

剣
を
交
え
る
こ
と
以
外
に
も
礼
を
尽

く
す
こ
と
も
手
抜
き
を
し
ま
せ
ん
。

日
本
人
よ
り
立
派
に
見
え
る
ほ
ど
で

し
た
。
日
本
で
は
稽
古
の
合
間
に
簡

単
な
手
合
わ
せ
を
行
う
の
で
す
が
、

珍
し
い
も
の
だ
か
ら
か
皆
真
剣
に
見

て
い
ま
し
た
。

　
剣
道
の
形
や
礼
の
仕
方
な
ど
表
面
的

な
部
分
は
身
に
付
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
上
達
す
る
の
は

難
し
い
で
す
。
剣
道
が
上
達
す
る
た
め

に
は
基
本
的
な
練
習
だ
け
で
は
な
く
、

試
合
を
し
て
駆
け
引
き
を
身
に
付
け
、

相
手
の
動
き
を
予
測
し
た
り
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
よ
う
な
精
神
面

で
の
修
養
は
力
の
あ
る
指
導
者
が
教
え

た
ほ
う
が
い
い
の
で
す
が
、
残
念
な
が

ら
サ
レ
ル
ノ
に
は
そ
の
よ
う
な
指
導
者

が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
人
々
は
熱
心
で
、
「
武
道
」
を
理
解

し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
日
本
人
よ
り

も
強
い
と
感
じ
ま
し
た
。
場
所
や
道
具

が
そ
ろ
わ
な
い
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
向
上
し
た
い
と

強
く
願
う
人
た
ち
が
い
ま
す
。
現
地
に

長
期
間
滞
在
し
て
指
導
が
で
き
れ
ば
技

術
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と

感
じ
ま
し
た
。

　
ク
リ
ケ
ッ
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
国

技
と
も
い
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
英

連
邦
の
統
治
下
で
各
国
に
広

ま
り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
も

と
て
も
人
気
の
あ
る
、
野

球
に
似
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、

競
技
人
口
は
サ
ッ
カ
ー
に

つ
い
で
世
界
第
２
位
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
盛
岡

に
い
た
カ
ナ
ダ
出
身
の

英
語
講
師
た
ち
が
偶
然

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
野
球

バ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
を
見

つ
け
た
こ
と
か
ら
、

「
盛
岡
ク
リ
ケ
ッ
ト
ク
ラ

ブ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
活
動

開
始
か
ら
4
年
程
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
に
19
カ
国
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
ト
ル
コ
、
中
国
な
ど
）
、
50
人
以

上
の
外
国
人
や
日
本
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
い
ま
も
参
加
者
の
半
数
は

外
国
出
身
者
と
、
国
際
色
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は
全
く
初
め

て
の
人
も
い
る
の
で
、
安
全
性
を
考

え
、
試
合
や
練
習
に
は
や
わ
ら
か
い

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
一
人
の
け
が
人
も
出
て
い
な
い

こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
盛
岡
ク
リ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
が
で
き

る
ま
で
、
東
北
に
は
日
本
ク
リ
ケ
ッ

ト
協
会
に
登
録
さ
れ
た
チ
ー
ム
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
分
、
ク
リ
ケ

ッ
ト
チ
ー
ム
自
体
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
の
設
立
の
話
が
東

北
に
い
る
外
国
人
な
ど
に
広
が
り
、

こ
こ
数
年
で
仙
台
、
秋
田
で
も
ク
ラ

ブ
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

福
島
で
も
チ
ー
ム
が
で
き
て
く
る
な

ど
、
東
北
各
地
に
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
チ
ー
ム
と
東
北
大
会
で
競
い
合

っ
て
い
ま
す
。
2
0
0
9
年
に
は
、

仙
台
、
秋
田
に
勝
ち
、
盛
岡
ク
リ
ケ

ッ
ト
ク
ラ
ブ
が
東
北
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
ホ
ー
ム
で
大
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
年

の
東
北
大
会
は
盛
岡
で
行
わ
れ
ま
す
。

な
か
な
か
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
試
合
を
見

る
機
会
も
な
い
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
試

合
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
普
及
、
試
合
を
楽

し
む
こ
と
の
ほ
か
に
も
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
い

ろ
い
ろ
な
国
籍
の
外
国
人
同
士
、
ま

た
日
本
人
と
の
交
流
で
す
。
そ
の
た

め
、
練
習
の
後
に
は
親
睦
の
た
め
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
必
ず
行
っ
て
い
ま

す
。
ク
リ
ケ
ッ
ト
と
い
う
共
通
項
が

あ
る
の
で
、
み
ん
な
楽
し
み
な
が
ら

交
流
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
に
参
加
す
る
た
め
だ
け
に
来

る
人
も
い
る
ほ
ど
で
す
。
各
国
の
参

加
者
の
中
に
は
、
宗
教
上
の
理
由
な

ど
で
肉
を
食
べ
ら
れ
な
い
人
も
い
ま

す
。
そ
こ
で
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
向
け
の

メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て
、
異
な
る
文

化
の
人
ど
う
し
が
楽
し
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
よ
り
多
く
の
人
が
参
加
し
、

み
ん
な
に
も
っ
と
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
知

っ
て
も
ら
い
、
も
っ
と
交
流
が
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
年
齢
、

国
籍
、
性
別
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
腕
に

か
か
わ
ら
ず
、
楽
し
め
る
場
所
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
バ
ッ
ト
を
両
手
に

も
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
人
も
、
ク
リ

ケ
ッ
ト
っ
て
野
球
の
複
雑
な
変
形
？

と
思
っ
て
い
る
人
も
、
盛
岡
ク
リ
ケ

ッ
ト
ク
ラ
ブ
は
あ
な
た
の
た
め
の
ク

ラ
ブ
で
す
。
ク
リ
ケ
ッ
ト
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
、
楽
し
み
な
が
ら
交

流
し
て
い
き
ま
す
。

■遠野市とイタリア・サレルノ市の姉妹都市交流

　映画『遠野物語』（村野鉄太郎監督、1982年）が第35回サレルノ国際映
画祭でグランプリを取ったことが縁となり、1984年から遠野市とイタリア・サレ
ルノ市の姉妹都市交流が始まりました。以来、文化交流を通して親善を深めて
います。姉妹都市締結25周年にあたった2009年のサレルノ市訪問では、翌
年の遠野物語発刊100周年にちなみ、遠野の「語り部」の文化を紹介しまし
た。2005年にはサレルノ側からの要望に応え、剣道指導者が派遣されました。
現地での参加者は200人におよび、その後岩手に剣道を学びに来た方もいる
そうです。

2010いわて国際交流 Vol.69

写真上／イタリア中から集まった剣道ファン
写真下／真剣に学ぶ参加者

写真上／ウィケット（３本の棒）に球が当たると打者がアウト。打者は防御のために打撃する。
写真下／広報マネージャー　ディーン・ルツラーさん

特集1　スポーツを通じた国際交流

遠野市と姉妹都市提携を結ぶイタリア南部のサレルノ市
から剣道を指導してほしいとの話があり、2005年に遠野
周辺の剣士９名が派遣されました。市町村レベルでは珍
しい剣道の交流で指導した菊池長悦さんと菊地和弘さん
は、参加者たちの熱意に驚かされたと言います。

遠
か
周
し
は

剣を交えて愛を知る

2006年、盛岡に東北初のクリケットチームができました。
在住外国人が立ち上げたこのチームが呼び水になって
日本ではまだなじみの薄いスポーツを愛好する人たちの
輪が東北各地に広がっています。クリケットを懐かしむ人
たちや、新たなスポーツに関心を持つ日本人との多国籍
交流の場としても大切な役割を担っているようです。

ん

か
で
、
習いんなてう装い

い
着
と

道
の

そ
ろ
え
る

■盛岡クリケットクラブ

2006年、クリケットの文化を東北の地に広め
ようと外国人英語講師たちが設立。オンシー
ズンには毎月２回、盛岡の北上川公園や四
十四田ダム野球場で練習をしています。
ホームページ
http://moriokacricket.wordpress.com/　
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岩手の外国人が
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